日本の吹奏楽専門誌における特集記事の内容分析 ―1980 年-1990 年の「バンド･ジャーナル」と 「バンド･ピープル」を対象に― by 大倉 恭輔
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抄録：









　A new wind music magazine was published in 1980. That is as a result of the expansion in 
a wind music market. So it is assumed that each magazine plans for diﬀ erentiation. A feature 
article of two magazines was compared to prove this hypothesis. As a result, the following 3 
points were proved. 1）The newer magazine expresses contents by words of young people. 
2）There are no diﬀ erences in the contents of feature articles of two magazines. 3）“Contest 
Supremacy” is established in the 1980's.
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日本の吹奏楽専門誌における特集記事の内容分析
A Content Analysis of Feature Articles in 2 Magazines about Wind Music in Japan










らは、まず「吹奏楽研究」（吹奏楽研究社）が 1956/ 昭和 31 年に創刊された。しかし、1964/ 昭
和 39 年に廃刊となっている。次いで、「Band Journal」（音楽之友社）が 1959/ 昭和 34 年に創刊





































































　　　　　　1 コンクール報告　　　5 楽器関連　　　　　 9 演奏会演出
　　　　　　2 課題曲関連　　　　　6 楽曲・楽譜理解　　10 作曲家・演奏家









　「Band Journal」は、長い歴史の間に数回のデザイン変更をおこなっている。1959/ 昭和 34 年
の創刊時からは、縦書きで、一般書籍での目次のようなページ順に記事が並べられているもので
あった。
　それに変化が生じたのは、1966/ 昭和 41 年 4 月号からである。そこでは、ページの右半分に
横書きで目次が、ページ左半分に縦書きで巻頭言（横 2 段組）が並ぶというレイアウトになって
いる。このデザインは約 2 年間続いた。
　1968/ 昭和 43 年 7 月号からは、見開きページに縦書きという形式になる。以降、10 年間、こ
のデザインが続く。
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　このデザインは 1984/ 昭和 59 年 3 月号まで続く。途中、1981/ 昭和 56 年 1 月号から 1983/ 昭
和 58 年 3 月号まで、目次欄に当該号の表紙写真が添えられた。また、1982/ 昭和 57 年 1 月号か
ら、いくつかの項目名が白抜きの見出しになり、誌面にデザイン性が出てくるようになる。さら
に、1983/ 昭和 58 年 4 月号前後から、記事名を縁取り文字で表記することが多用され始める。
　そうして、1984/ 昭和 59 年 4 月号から、目次ページのデザインはさらに大きな変化をとげる。
1968/ 昭和 43 年 7 月号以来の見開き形式をやめ、1 ページ内に縦長にレイアウトする形式に変更
された。
　まず、当該号からは 1 ページが縦 3 段組横書きとなる。中央の段には風景写真とミュージシャ
ンの写真などが配置され、その左側には中心的な記事群が、右側には連載記事などの項目名が配
置されている。
　その後、1987/ 昭和 62 年 4 月号には横 4 段組縦書き（最上段は誌名表記部分）となり、1989/
平成元年 4 月号からは縦 3 段組横書きとなり、それぞれに記事名が記載される形式となった。さ
らに、1996/ 平成 8 年 4 月号からは縦 2 段組横書きとなり、今回の分析対象である 1999/ 平成 11








　1985/ 昭和 60 年 4 月号からは、目次は巻末に移り、1 ページ内に縦 2 段組横書きとなる。その
半分には編集後記と過去 1 年間のバックナンバーの特集名一覧が記載され、残る半分が目次部分
となる。スペースが限られるため、目次部分は特集も連載企画も文字サイズは同一となり、文頭


















企画は一時中断するが、1998/ 平成 10 年 4 月号から復活し休刊まで続く。
　1994/ 平成 6 年 4 月号からは、表紙がプロ・ミュージシャンとなり、目次ページにも表紙写真
が掲載される。
　さらに、同年 5 月号からデザインが大きく変更される。ページ全体が上下で 2 分され、上段と
下段の間に横 1 段で雑誌ロゴ・発行月・表紙写真が配置されるようになった。上下段はそれぞれ
縦 3 段組横書きとなり、上段左側は特集記事などのため、右の段よりも幅広くなっている。
　1995 年 5 月号からは、ページ上部に主要記事を横 1 段横書きで配置し、下部には連載ページ
などを縦 2 段組横書きで配置するようになった。また、このデザインは休刊まで維持された。





　対する「Band People」誌の目次ページは、創刊から 4-5 年の間、文字の書体と大きさの多様
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tab.2　目次ページのデザインとその推移
発行年・号数 Band Journal Band People




1981 年 1 月号 目次欄に表紙写真掲載（1983 年 3
月号まで）
1982 年 1 月号 いくつかの項目名での白抜き表記開
始。
1983 年 1 月号 記事名自体の白抜き表示開始。
1984 年 4 月号 見開き形式から 1 ページ内表記に変
更。縦 3 段組横書き・中央の段には
写真掲載。





1987 年 4 月号 横 4 段組・縦書き表記に変更。
1989 年 4 月号 縦 3 段・横書きに変更。
1994 年 4 月号 　 表紙写真がプロ・ミュージシャンにな
る。
1994 年 5 月号 　 ページ中央に白抜きで雑誌ロゴ・発行
月・表紙写真を配した部分を置き、上
部・下部を縦 2 段組横書きとした。
1994 年 6 月号 　 原則的に上部を縦 2 段組・下部を縦 3
段組横書きに変更。ページ中央の白抜
きの部分は継続。
1995 年 5 月号 　 上部に主要記事を横 1 段組に、下部に
連載記事などを縦 2 段組横書きに変
更。
1996 年 4 月号 横 2 段組・横書き表記に変更。
1998 年 4 月号 　 表紙写真が高校生に戻る。デザインは
継続。














　本項では、対象 2 誌の特集記事がどのようなものであり、20 年間でどのように変化してきた






特集分類  1：コンクール  2：課題曲関連  3：大会対策  4：他大会報告  5：楽器関連  6：楽曲・楽譜
Band Journal 57（23.3％） 44（18.0％） 10（4.1％） 17（7.0％） 46（18.8％） 5（2.0％）
Band People 52（20.6％） 48（19.1％） 5（2.0％） 14（5.6％） 35（13.9％） 9（3.6％）
 7：奏法・練習  8：運営・指導  9：演奏会演出 10：作者・演者 11：その他 特集記事合計
Band Journal 22（9.0％） 10（4.1％） 3（1.2％） 17（7.0％） 14（5.7％） 245
Band People 52（20.6％） 11（4.4％） 6（2.4％） 5（2.0％） 15（6.0％） 252
　tab.3 からわかるとおり、両誌ともに「全日本吹奏楽コンクール」に関連した特集記事が大き




























　たとえば、tab.1 で掲出した「Band Journal 読者が求める記事」というアンケートでは、「楽








































特集分類 掲載誌 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987
 1：コンクール報告 Band Journal 2 3 3 3 3 3 3 3
Band People 2 3 1 3 3 4 3
 2：課題曲関連 Band Journal 1 1 2 2 2 2 2 2
Band People 1 3 1 2 4 2 2 1
 3：コンクール対策 Band Journal 1 1
Band People 1 1
 4：その他コンクール報告 Band Journal 1 1 1 1 1 1 1 1
Band People 1 3
 5：楽器関連 Band Journal 1 1 1 3 4 3 4
Band People 3 4 4 2 3 1 2 3
 6：楽曲・楽譜理解 Band Journal 2 1
Band People 2
 7：奏法・練習法 Band Journal 1 3 4 2 1 1
Band People 5 5 2 4 1 5 3 4
 8：運営・指導法 Band Journal 1
Band People 1 2 1 1
 9：演奏会演出 Band Journal
Band People 1 1
10：作曲家・演奏家 Band Journal 3 1 1 2 2 1 1
Band People 1
11：その他 Band Journal 2 1 1 2
Band People 1 3 1 2 1 1
BJ 誌 年別 特集数 合計 9 13 14 12 14 12 11 12
BP 誌 年別 特集数 合計 11 17 15 14 14 12 13 15
 * 1980 年は、「Band People」誌の創刊にあわせて、両誌ともに 4 月号からの計 9 冊の集計となっている。
** 1999 年は、「Band People」誌の休刊にあわせて、両誌ともに 3 月号までの計 3 冊の集計となっている。
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1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 57
3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 1 52
2 2 2 2 3 4 3 3 2 3 3 1 44
4 3 4 3 3 2 2 2 3 3 2 1 48
1 1 1 2 3 10
1 2 5
1 1 1 1 1 1 1 2 17
1 1 1 1 1 3 1 1 14
1 4 1 3 4 4 4 2 2 4 46
1 2 3 4 1 1 1 35
1 1 5
1 2 2 2 9
2 1 2 2 2 1 22
4 1 2 1 2 3 3 3 2 2 52
1 1 1 1 3 2 10
1 1 1 1 1 1 11
1 1 1 3
1 1 2 6
1 3 1 1 17
1 1 1 1 5
2 1 1 1 1 1 1 14
1 1 2 2 15
12 12 12 12 14 14 13 13 12 13 16 5 245





















がわかる。前者については毎年ほぼ 3 回掲載されており、後者についても 1-4 回と幅はあるもの
の毎年掲載されている。また、この傾向は両誌に共通しており、それぞれの雑誌とその読者にお
いて、吹奏楽コンクールが占める大きさをあらためて実感する。月別の推移の項でも論じるが、






















　最後に、発行月別の特集記事分布について確認する。なお、tab.5 が 4 月から始まっているの
は、日本の年度が 4 月開始であるためである。「tab.2 目次デザインの推移」でもわかるとおり、




　ここでもコンクールに関連する項目が目を引く。まず、11-1 月までの 3 ヶ月間は基本期に「コ
ンクール報告」のみの掲載となっている。また、「Band People」は 9 月と 2 月にも特集を組ん
だことがある。いずれにせよ、それだけ求められている内容なのだといえる。
　2 月と 5-7 月は「課題曲関連」の特集で埋まっている。「tab.3 特集記事分類」ではすべての特
集記事のうち 4 割から 5 割近くがコンクール関連であることを指摘した。tab.5 にもとづいて視
点を変えてみれば、年間 12 冊のうち 5-6 冊でコンクール関連の特集がなされているわけである。
　そのため、それ以外の特集は 4 月や 8-10 月に分散することとなる。どのような雑誌でも季節
に応じた企画があり、専門誌でもその業界固有のイベントなどに応じて記事が作成される。スポー
ツ雑誌であれば、3 月と 8 月は高校野球の記事を掲載するだろう。だが、月刊誌で年の半数の号
において同じイベントに関する事項が特集されるという形態は、他に類をみないといってよい。
tab.5　特集記事分布：月別
特集分類 掲載誌 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
 1：コンクール報告 Band Journal 19 19 19 57
Band People 1 14 16 19 2 52
 2：課題曲関連 Band Journal 17 6 1 19 1 44
Band People 6 16 17 2 1 6 48
 3：コンクール対策 Band Journal 2 1 3 1 1 2 10
Band People 1 1 1 2 5
 4：その他コンクール
　  報告
Band Journal 1 15 1 17
Band People 7 2 1 1 3 14
 5：楽器関連 Band Journal 7 1 1 8 7 8 7 7 46
Band People 3 2 2 1 7 7 5 3 5 35
 6：楽曲・楽譜理解 Band Journal 1 2 1 1 5
Band People 2 2 1 2 2 9
 7：奏法・練習法 Band Journal 2 1 4 5 6 2 2 22
Band People 7 6 1 1 5 8 6 1 3 1 6 7 52
 8：運営・指導法 Band Journal 2 1 4 3 10
Band People 2 2 2 2 3 11
 9：演奏会演出 Band Journal 1 2 3
Band People 1 2 3 6
10：作曲家・演奏家 Band Journal 3 2 1 3 2 4 2 17
Band People 1 1 3 5
11：その他 Band Journal 2 1 1 1 2 1 1 1 4 14
Band People 1 3 1 1 4 3 2 15
BJ 誌 月別 特集数 合計 19 21 26 21 20 22 18 19 19 19 20 21 245
BP 誌 月別 特集数 合計 21 22 21 22 23 24 20 19 19 20 20 21 252
 * 対象冊数は、両誌それぞれ 228 冊。ただし、「Band People」誌の創・休刊号の発行月による。








































　　1980/ 昭和 55 年 4 月号
　　● 特集 ●「ブローアップ ‘80・キミのサウンドを見つけろ！」
　　　　特集名横に小さく〔吹奏楽のためのベスト選曲 80 もついてるゾ〕とある。
　　★ 速報 ★『’80 年吹奏楽コンクール課題曲』はこれだ !!
　　★ 密着取材 ★ T・ジェファーソン高校のホットな 7 日間
　　　　“ バンド・ジョーズ ” ってなになに !???
　「Band Journal」の、ある種のきまじめなタイトル表記は 1995/ 平成 7 年頃から変化し始める。
そこで、「Band People」が休刊する 1999/ 平成 11 年 3 月号で比較してみる。
　前者が「Band Journal」、後者が「Band People」のものである。
　　特集 1　新入部員獲得、今年の “ 奥の手 ” はこれだ !!
　　特集 2　少ない人数でもバンドはデキる !!
　　特集　サウンドとビジュアルの華麗なる祭典








に近づいてきた観がある。逆に、休刊前の 1-2 年間をみると、「Band People」が初期のくだけた
口調から離れて落ち着いてきている印象がある。




























時期を限ったが、今回の結果を活かしながら、次回は「Band Journal」の 60 年間を対象とする
ことで、日本の吹奏学界の 60 年との照合をおこなう予定である。
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 ブラス・トライブ → BRASS Tribe（プロスコープ）　2006-2016　年 2回　管楽器主体
 　　第 38号で休刊　休刊年から BAND LIFEへ移行
 アインザッツ（学研）　2011-2012　不定期刊　中高校生対象　第 4号で廃刊
 BAND LIFE（プロスコープ）　2016-2017継続中　季刊　管打楽器専門
4） Band People誌最終号の編集後記には「通巻 230号にわたって」とある。しかし、同誌の通巻番号は途中で
飛んでいる号があるため、230号には満たない。
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